
RLI 推進委員会 委員⻑
 ⼭下清俊（市川東 RC）
当地区のＲＬＩは今年度、ここでＲＬＩ推進委員会の

中の組織として、ＲＬＩ実⾏委員会を⽴ち上げることと
いたしました。7 ⽉にまずはＤＬ認定を受けている⽅にそ
のご案内をさせていただきました。そしてその中でも触
れましたが、8 ⽉ 27 ⽇（⽕）に千葉市⺠会館において、
ＲＬＩ実⾏委員会キックオフセミナーを開催いたしまし
た。ＲＬＩ⽇本⽀部ＦＴ（ファシリテーター）委員⻑の
中村靖治様に昨年に引き続き、来ていただき、講演並び
にご指導を賜りました。30 名強のＤＬの皆様にご参加い
ただき、盛況に終えることができました。ご参加いただ
きました皆様、ありがとうございました。なお、詳細は
次号にて報告させていただきます。

さて、「ＲＬＩは何のためにあるの？」と疑問を持って
おられる⽅はこのＲＬＩ通信はお読みにならないかもし
れません。いろいろなお考えがあると思いますが、私は、

「ロータリーを愉しむためにある」と思っています。その
ためのとても良い仕組み（道具）だと思っています。私
⾃⾝、まだまだロータリーについて知らないことが多々
ありますが、この場に⾝を置くことで、⼀歩⼀歩ですが、
その理解が進んでいることが実感できます。そしてロー
タリーの仲間がどんどん増えることも愉しみです。そう
すると、仲間で意⾒を⾔い合ったり、更には⼀緒に⾏動
ができるようになります。そうです。そのためには、パ
ートⅠ〜Ⅲで参加者として参加するだけでなく、そのあ
と、ＤＬとして活動することでそのチャンスを得ること

ができるのです。
こういうことの積み重ねで、⾃分⾃⾝がロータリアン

としての⾃覚を⾼めることができるのではないかと思っ
ております。だとすれば、このことを皆様と共有化でき
れば、クラブをさらに元気にすることができるのではな
いでしょうか？

このＲＬＩ通信は、当地区のＤＬ資格を有するすべて
の⽅に配信しております。今回のキックオフには参加で
きなかったＤＬの皆様にも、実⾏委員会メンバーに加わ
っていただくお願いをしますと同時に、ＲＬＩに⼀回で
も参加した⽅、更には参加したことのない⽅も含め、是
⾮ともこの機会にＲＬＩ実⾏委員会にご参画いただきた
く、お誘いをかけていただきたく存じます。

RLI 推進委員会 委員挨拶

RLI 推進委員会 委員
 清⽥浩義（千葉 RC）

「RLI との出会い」そしてその醍醐味！

今から５年前、⼊会から 5 年⽬、クラブ幹事を仰せつか
っている時です。
突然クラブの先輩から『地区で RLI と⾔う研修会がある
ので、⾏ってみないか！』との話があり、参加したのが
RLI との出会いです。幹事という重要な⽴場ではありま
したが、ロータリーについて、何の勉強もしていなかっ
たので、パートⅠ〜Ⅲまでの１８セッションは、とても
新鮮な体験でした。
ロータリーの歴史、理念に裏打ちされた様々な活動、グ
ローバルに展開するその組織⼒など、今まで知らなかっ
たロータリーの奥深さを知ることになりました。⾃らロ
ータリーという組織に⾝を置きながら、何の関⼼も持た
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ず過ごしてきた 5 年間。無駄な時間を過ごしてしまった
のではないかと後悔の念にも駆られました。
もう⼀つ RLI の魅⼒は、何と⾔っても他クラブの多くの
ロータリアンと交流が出来ることです。お⾦では買えな
い素晴らしい出会いがそこにはあります。
少しオーバーかもしれませんが、ロータリーの醍醐味が
しっかり詰まったプログラムであることは間違いありま
せん。是⾮多くの皆様に体験していただきたいと思って
います。

RLI 推進委員会 委員  
藤原 和⼦（柏東 RC）

【RLI との出会い】
 私は、近隣の先輩⽅々から「スカイツリーに⾏くバス
旅⾏があるから」と誘われ参加、そのあと、「⾷事でも」
と誘われ参加したのがきっかけで「ロータリークラブ」
に⼊会しました。（後になってバス旅⾏は＝夫⼈の集い⾏
事、⾷事＝例会であったことを認識） もちろん当時は「ロ
ータリークラブ？？？」の状態で勉強する機会も、意思
も無く何となくの例会を重ねていました。
⼊会 5 ヶ⽉⽬、クラブからの推薦で 2 ⼈の先輩とともに

「RLI パートⅠ」に参加しました。最初は「何が始まるの
だろう？」と緊張感満タンでのスタートでしたが、パー
トⅡ、パートⅢのころには顔⾒知りがたくさん増えたこ
と、まったく無だった「ロータリーの⽬的、活動」が⾒え、
興味をひかれたこと、そして何よりも「語り、聞く、」こ
との楽しさを⼗分に味わったことが次のステップ「卒後
コース」「DL 養成コース」への参加を促しました。
① ロータリーを知ろう  ②たくさんの⼈との出会
③ ディスカッション効果   これらが RLI の⽬指す
ところだと思っています。②＋③ + ①＝⾃分をスキルア
ップする。回を重ねる度 GET する新しい感動こそ、今も
って RLI にしがみついている私の意図するところです。

「今更、何を学ぶ？」とか、「卒後コースや DL 養成コー
スを受けると DL やらされるから」と、思ったり、周り
の意⾒に惑わされる前にまず体験しましょう。
・「私は⼈の話に⽿をかすと⾔うより持論を申すタイプで

したが、RLI に参加したことでディスカッションの楽
しみを知りました。」

 この⽅、最初はとても気難しい印象でしたが、「藤原さ
ん楽しかったですよ、またお会いしましょう」と⾔っ
ては、DL 養成コースまで完了し、現在も DL として
活躍されています。

・「私はロータリーをやめるつもりです。ただ⼊会してロ
ータリーがなんであるかも知らず辞める前に、知って
辞めようと参加しました。」と、ビックリ発⾔。

 この⽅、「いやぁー！楽しかったです。気持ちが変わり
ました。」と、とってもすっきりした笑顔を返してくれ
ました。

私も RLI に参加し、たくさんの出会いとディスカッショ
ンを通し、ロータリーを楽しんでいる⼀⼈です。「体験
してこそ得られる実感をずっと、積み重ねてい

きたい。」と思っています。 新しい出会いをお待ちして
います。

RLI 推進委員会 委員
周藤 ⾏則（浦安 RC）
今年度、RLI 推進委員を拝命いたしました、浦安 RC の周
藤⾏則です。⼭下委員⻑  はじめ、ベテランの諸先輩⽅と
ともに委員会活動ができることは、私にとって誠に光栄
であります。また、同時に各委員の皆様が、活発に⾃分
の意⾒を発現されるのを体験し、私も頑張らねばと我が
⾝が引き締まる思いです。前年度、今野委員⻑から引き
継ぎました委員会活動の円滑な運営と同時に、今までの
委員会活動  データのマニュアル化と有効活⽤で、次年度
委員会活動の⼀助となるように、また実⾏委員会の皆様
のご協⼒のもと、2790 地区の更なる DL 資格取得者数増
加に向けて活動したいと思います。どうぞよろしくお願
いいたします。

RLI 推進委員会 委員 
⼭本 衛（松⼾⻄ RC）



RLI 推進委員の⼭本と申します。１年間、よろしくお願い
いたします。初めて RLI に参加した時、知⼈が少ない中、
未体験・未経験の事ばかりに加えて、ロータリーにつ
いてあまりにも知らないことが多すぎ、痛烈に⾃⼰嫌
悪に陥った経験があります。そんな初⼼者に対して、

当時の RLI 推進委員の⽅、DL 担当者の⽅が次から次へと、
アドバイスを頂き、更なる世界に導いて頂きました。
当時の RLI 推進委員の⽅々、そして DL の⽅々の様な、
気の利いたアドバイスは、⾃分にはとてもできません
が、RLI のお⼿伝いを精⼀杯務めたいと存じます。

ＲＬＩ⽇本⽀部会議に出席して
RLI 推進委員会 委員⻑
 ⼭下清俊（市川東 RC）

7 ⽉ 1 ⽇（2019-20 年度の最初の⽇にあたる）に、新年度
のガバナー元・次期懇談会と同⽇同場所にて開催されまし
た。詳細は「ＲＬＩ⽇本⽀部会議報告」に委ねますが、総
勢約 80 名ほどの関係者が全国から集結し、ぼぼ満席の状
態でした。各地区からの報告も活性化の息吹が窺える内容
が多いと感じられました。2790 地区としても報告の機会
が与えられ、ここでちょうどスタートしたこのＲＬＩ通信
の報告ができ、好評でした。気になったのは、中村靖治フ
ァシリテーター委員⻑の「ＤＬとしての質を⾼める必要が
ある。」との⾔葉。具体的には、⾃ら語ってしまうＤＬから、
語らせるＤＬへの変⾰が必要とのことです。当地区でも、
ＤＬのブラッシュアップコースの中で、その視点での対応
を意識的に組み⼊れることを検討したいと思います。

RLI ⽇本⽀部会議に出席して

ガバナーエレクト 漆原摂⼦（勝浦 RC）
今般の会議では、今年 4 ⽉開催の規定審議会における多
くの定款細則への変更を受け、RLI テキストも多岐にわ
たり改正となった点の説明がございました。他、事務局
⻑の交代やＲＬＩホームページ開設の進捗状況の報告、
また何よりも⽇本における RLI 参加地区が着実に増え（現
在 23 地区）、喜ばしい限りです。この RLI 啓蒙運動を推
進する、⽇本⽀部委員会の北委員⻑をはじめ委員の皆様
には⼼よりの敬意と謝意を申し上げます。
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 第 2790 地区ＲＬＩ開催⽇程    2019-20 諸岡ガバナー年度ＲＬＩ開催⽇程 【参加登録費制度】

・第 1 回 DL ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟセミナー 2019 年 9 ⽉ 21 ⽇（⼟）   13 時開講 千葉市⺠会館
・第 2 回 DL ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟセミナー 2019 年 10 ⽉ 26 ⽇（⼟） 13 時開講 千葉市⺠会館
・第 3 回 DL ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟセミナー 2019 年 12 ⽉ 1 ⽇（⽇）  13 時開講 千葉市⺠会館
・パート 1 コース 2020 年 2 ⽉  1 ⽇   （⼟）  10 時開講 千葉市⺠会館  ・卒後コース 2020 年 5 ⽉ 30 ⽇（⼟）
・パートⅡコース 2020 年 3 ⽉ 15 ⽇（⽇） 10 時開講 千葉市⺠会館   ・DL 養成コース 2020 年 6 ⽉ 20 ⽇（⼟）
・パートⅢコース 2020 年 4 ⽉  4 ⽇ （⼟）  10 時開講 千葉市⺠会館

地区 RLI 参加状況

地区内参加者　358 名

パート修了者　154 名

DL 資格者　　　116 名

平成 31年 8月 1日現在


